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大阪ガスの本荘でございます。

本日は、お忙しいところ、当社の決算説明会にお集まりいただき、
ありがとうございます。

また、平素は、当社事業につき、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。

決算のご説明の前に、まずは、この度の「平成28年 熊本地震」により、
被災された皆さまには心よりお見舞い申し上げます。

地震により、西部ガスさまの熊本・供給エリア内において、約10万5千戸の
供給停止が発生しましたが、西部ガスさまの活動を日本ガス協会が
応援する形で、業界一丸となって復旧活動に取り組んでおります。

当社といたしましても、復旧応援隊を派遣させていただき、１日も早い
ガスの供給再開に取り組んでまいります。

それでは、ただ今より、2016年3月期決算と、2017年3月期の見通しに
ついて、ご説明させていただきます。
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2016年3月期は、減収、増益の決算となりました。

連結売上高は、ガス事業における販売単価の下落や、販売量の減少などにより、
前年と比べて13.5％減収の1兆3,220億円となりました。

連結経常利益は、ガス粗利益の増加などにより、前年と比べて24.8%増益の
1,349億円となりました。

親会社株主に帰属する当期純利益は、上流事業で減損損失を計上したものの、
ガス事業の利益が増加したことなどにより、前年と比べて9.9％増益の843億円とな
りました。

ガス販売量につきまして、
家庭用は、気水温が高く推移し、暖房・給湯需要が減少したことなどにより、

前年を4.7％下回る20億8,300万立方メートルとなりました。
商業用・公用・医療用は、お客さま設備の稼働が減少したことなどにより、

前年を3.8％下回る14億1,000万立方メートルとなりました。
工業用は、お客さま設備の稼働が減少したことなどにより、

前年を1.8％下回る40億5,900万立方メートルとなりました。

また、配当については、
2017年3月期以降の普通配当額について、年間の配当額を1株あたり

1.0円増配し、1株あたり10.0円とする予定です。
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こちらのページには、3月に修正しました見通しとの比較をまとめておりますので、
ご確認ください。

新規事業拡大投資につきましては、海外のエネルギー事業や国内の
発電所建設、材料ソリューション事業などへの投資を中心に、投資実行額は
978億円となりました。
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ただ今ご説明しました、2016年3月期のガス販売実績をまとめておりますので、
ご確認ください。

連結のガス販売量は、前年を2.9％下回る80億5,200万立方メートルとなりました。

なお、ご参考資料として、31ページに、ガス販売量の月別の推移を用途別に
示しておりますので、あわせてご覧ください。
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こちらには、2016年3月期の決算数値をまとめておりますので、ご確認ください。
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資産・負債項目や、主な財務指標の実績は、ご覧の通りです。

自己資本は、前年を181億円上回る9,066億円となりました。

設備投資は、海外の上流事業への投資が減少したことなどにより前年を
49億円下回る1,144億円となりました。

なお、ROAは、前年を0.2ポイント上回る4.6％、ROEは、前年を
0.3ポイント上回る9.4％となりました。
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2017年3月期の活動計画につきまして、3月に発表いたしました内容からの
変更はございませんが、改めてご説明いたします。

2017年3月期は、中期経営計画「Catalyze Our Dreams 2020」の
最終年度にあたります。

足元では原油価格の下落など、外部環境変化の影響を受けていますが、
電力・ガスの小売全面自由化への対応を着実に進めていくとともに、
国内エネルギー、海外エネルギー、ﾗｲﾌ&ﾋﾞｼﾞﾈｽ ｿﾘｭｰｼｮﾝの各分野で
将来の成長に向けた事業の拡大に取り組んでいきたいと考えています。
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2017年3月期の具体的な見通しについてご説明いたします。

2017年3月期は、前年と比べて減収、減益の見通しです。

連結売上高は、LNG価格の下落に伴う、都市ガスやLNG、電力の
販売単価下落などの影響を織り込み、前年と比べて11.5％減収の
1兆1,705億円を見込んでいます。

連結経常利益は、ガス粗利益の減少などにより、前年と比べて42.2％
減益の780億円を見込んでいます。

親会社株主に帰属する当期純利益は、前年と比べて38.3％減益の
520億円を見込んでいます。

ガス販売量につきまして、
家庭用では、平年気温を前提としたことにより、前年を2.1％上回る

21億2,700万立方メートルを見込んでいます。
商業用・公用・医療用は、お客さま設備の稼働増の影響などを

織り込み、前年を3.9％上回る14億6,400万立方メートルを見込んでいます。
工業用は、新規需要開発やお客さま設備の稼働増加などを織り込み、

前年を7.7％上回る43億7,300万立方メートルを見込んでいます。

新規事業拡大投資につきましては、
海外エネルギー事業への投資を中心に、1,500億円の投資を計画しています。
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2017年3月期のガス販売見通しを、こちらにまとめております。

連結ガス販売量は、
前年を5.3％上回る84億8,000万立方メートルを見込んでいます。
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こちらには、収支等の見通し数値をまとめておりますのでご確認ください。

前提となる原油価格につきましては、年間平均で1バレルあたり42.5ドル、
前提となる為替レートは、1ドルあたり120円としています。
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資産・負債項目や、主な財務指標の見通しは、ご覧の通りです。

設備投資は、前年を49億円下回る1,095億円を見込んでいます。

ROAにつきましては2.8％、ROEにつきましては5.4％を見込んでいます。
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最後に、フリーキャッシュフローの使途について、ご説明します。

2017年3月期のフリーキャッシュフローは、1,135億円となる見通しです。

また、前年を上回る、総額1,500億円の新規事業拡大投資の実行を
見込んでおり、これをフリーキャッシュフローと借入金などで賄う予定です。

新規事業拡大投資につきましては、約半分を海外エネルギー事業への投資に
充てる予定です。既に参画を意思決定している上流案件の開発投資などを
計画しています。

また、国内エネルギー事業では、発電所の建設を進めるほか、天然ガス
発電所の建設に向けた準備を進めるために、出光興産さまと共同設立した
「姫路天然ガス発電所」への出資を行い、事業化の検討を進めてまいります。

ライフ＆ビジネス ソリューション事業では、収益不動産の取得などを中心に
投資を進めてまいります。

以上で、2016年3月期決算と、2017年3月期の見通しについてのご説明を
終わらせていただきます。
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